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夏
の
青
空
が
広
が
る
７
月
５
日
、

大
川
島
、
脇
本
、
阿
久
根
大
島
の
海

水
浴
場
が
海
開
き
し
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
市
や
市
議
会
、
市
内

の
観
光
関
係
者
ら
が
３
海
水
浴
場
を

順
次
訪
れ
、
シ
ー
ズ
ン
中
の
安
全
を

祈
願
す
る
神
事
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
う
ち
、
阿
久
根
大
島
で
は
、

夏
の
訪
れ
を
待
ち
わ
び
て
い
た
大
勢

の
人
々
が
次
々
と
来
島
し
ま
し
た
。

海
開
き
に
は
、
市
関
係
者
や
神
村

学
園
高
等
部
の
留
学
生
な
ど
を
含
む

約
１
０
０
人
が
参
加
。
安
全
祈
願
の

後
カ
ラ
フ
ル
な
水
着
姿
の
若
者
ら
が

歓
声
を
あ
げ
な
が
ら
、
次
々
と
海
へ

飛
び
込
ん
で
い
き
ま
し
た
。

ま
た
、
砂
浜
に
は
大
島
の
シ
ン
ボ

ル
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
る
シ
カ
た

ち
も
現
れ
、
愛
く
る
し
い
瞳
で
訪
れ

た
人
々
を
歓
迎
し
て
い
ま
し
た
。

「
日
本
の
水
浴
場
88
選
」
に
も
選

ば
れ
、
昨
年
も
シ
ー
ズ
ン
中
だ
け
で

約
２
万
人
が
来
島
し
た
阿
久
根
大
島

を
は
じ
め
、
サ
ー
フ
ィ
ン
な
ど
マ
リ

ン
ス
ポ
ー
ツ
の
メ
ッ
カ
と
し
て
も
知

ら
れ
る
脇
本
、
波
静
か
な
入
江
の
大

川
島
な
ど
毎
年
大
勢
の
海
水
浴
客
で

賑
わ
う
砂
浜
に
、
夏
本
番
の
本
格
的

な
シ
ー
ズ
ン
が
到
来
し
ま
し
た
。

－２－

シ
ー
ズ
ン
中
の
安
全
を
祈
願

す
る
関
係
者
た
ち
（
上
）。

砂
浜
で
シ
カ
と
た
わ
む
れ
る

若
者
た
ち
（
左
）。

待望の海開きで、歓声をあげながら次々と海へ飛び込む若者たち

夏本番！夏本番！
待望のシーズン到来待望のシーズン到来



－３－

阿久根の夏場最大のイベント「阿久根みどこい祭り」が、今年は８月２日
（土）・３日（日）に行われます。音楽隊パレードから始まり、伝統のハンヤ踊
りパレードや夜店市、さらに海のまち阿久根ならではの海上イベントや太鼓
の共演によるステージイベントなど内容もさらに充実。子どもから大人まで、
みどころいっぱいの祭りを存分にお楽しみください。

※８月３日の海上イベント（一寸法師レース【個人種目】、ボートレース【５人一組】）の参加者を募集して
います！多数の商品を取り揃えてお待ちしております。ふるってご参加ください。

◆お問い合わせ先　市役所水産商工観光課　10996－73－1211（内線1112）

※　花火大会は中止になりましたのでご了承ください。



平
成
15
年
第
２
回
市
議
会
定
例
会

が
６
月
９
日
か
ら
26
日
ま
で
の
18
日

間
の
日
程
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
議
会
で
は
、
一
般
会
計
補
正
予

算
や
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の
交
付

に
係
る
手
数
料
を
新
た
に
定
め
る
た

め
の
手
数
料
条
例
の
一
部
改
正
な
ど

上
程
さ
れ
た
議
案
７
件
が
、
原
案
ど

お
り
可
決
・
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

一
般
会
計
補
正
予
算
で
は
、
県
の

天
然
記
念
物
に
も
指
定
さ
れ
て
い
る

は
ま
じ
ん
ち
ょ
う
の
自
生
地
周
辺
の

公
園
整
備
費
や
、
緊
急
地
域
雇
用
創

出
特
別
基
金
事
業
を
活
用
し
た
消
防

水
利
及
び
防
災
情
報
確
認
点
検
作
業

委
託
料
、
情
報
処
理
講
師
派
遣
委
託

料
な
ど
１
億
５
９
６
万
２
千
円
を
追

加
し
、
総
額
を
１
１
３
億
２
０
９
６

万
２
千
円
と
し
ま
し
た
。

ま
た
、
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制

度
堅
持
に
関
す
る
陳
情
書
１
件
が
採

択
さ
れ
た
ほ
か
、
同
旨
の
意
見
書
と

税
源
移
譲
を
基
本
と
す
る
三
位
一
体

改
革
の
早
期
実
現
を
求
め
る
意
見
書

の
２
件
が
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
、

強
制
的
な
市
町
村
合
併
に
反
対
し
、

地
方
自
治
の
確
立
を
求
め
る
意
見
書

は
否
決
さ
れ
ま
し
た
。

本
格
的
な
梅
雨
時
期
の
到
来
を
前

に
し
た
６
月
６
日
、
災
害
危
険
箇
所

防
災
点
検
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
毎
年
こ
の
時
期
に
、
大

雨
な
ど
に
よ
る
土
砂
崩
れ
な
ど
の
災

害
を
未
然
に
防
ぐ
と
同
時
に
、
災
害

発
生
時
の
被
害
を
最
小
限
に
く
い
止

め
る
た
め
に
実
施
し
て
い
る
も
の
で

す
。こ

の
日
は
、
市
や
消
防
、
警
察
な

ど
防
災
関
係
者
ら
が
市
内
を
巡
回
し

土
砂
崩
壊
・
落
石
な
ど
の
恐
れ
が
あ

る
通
学
路
や
民
家
近
く
の
山
林
や
急

傾
斜
地
、
大
雨
時
に
浸
水
の
恐
れ
が

あ
る
場
所
な
ど
現
地
の
状
況
を
入
念

に
視
察
。
そ
の
後
、
市
役
所
内
で
行

わ
れ
た
検
討
会
で
、
い
ざ
と
い
う
時

に
備
え
て
日
常
点
検
の
強
化
や
通
行

禁
止
措
置
、
自
主
避
難
の
呼
び
か
け

な
ど
の
防
災
措
置
に
つ
い
て
協
議
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

が
け
崩
れ
、
土
石
流
、
地
す
べ
り

な
ど
の
土
砂
災
害
に
よ
り
、
こ
れ
ま

で
多
く
の
人
命
が
失
わ
れ
て
き
ま
し

た
。毎

年
発
生
す
る
悲
惨
な
土
砂
災
害

か
ら
尊
い
人
命
を
守
る
た
め
に
、
平

成
13
年
４
月
に「
土
砂
災
害
防
止
法
」

が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
法
律
の

目
的
は
、
対
策
工
事
で
は
な
く
調
査

に
よ
り
危
険
な
区
域
を
明
ら
か
に
し

土
砂
災
害
情
報
の
収
集
や
伝
達
等
の

警
戒
避
難
体
制
を
整
備
し
、
特
に
危

険
と
判
断
さ
れ
る
土
地
で
は
一
定
の

行
為
を
制
限
す
る
こ
と
に
よ
り
大
切

な
人
命
を
守
る
と
い
う
も
の
で
す
。

悲
惨
な
土
砂
災
害
を
防
ぐ
た
め
に

行
政
が
危
険
等
の
情
報
を
住
民
の

方
々
に
「
知
ら
せ
る
努
力
」
を
し
、

住
民
の
方
々
が
「
知
る
努
力
」
を
す

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

現
在
、「
土
砂
災
害
防
止
法
」
に

基
づ
く
危
険
な
区
域
を
指
定
す
る
た

め
、
そ
の
基
礎
と
な
る
調
査
を
進
め

危
険
な
場
所
の
抽
出
を
行
っ
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

危
険
な
場
所
の
抽
出
が
完
了
し
た

後
、
詳
細
な
地
形
、
地
質
、
土
地
利

用
状
況
等
を
確
認
す
る
た
め
に
、
現

地
で
の
調
査
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

現
地
調
査
に
つ
い
て
は
、
県
と
市
町

村
で
協
議
し
て
優
先
度
の
高
い
場
所

か
ら
実
施
す
る
予
定
で
す
。

住
民
の
方
々
の
「
土
砂
災
害
防
止

法
」
に
対
す
る
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

※
お
問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
都
市
建
設
課
建
設
係

1
&3
１
２
１
１

（
内
線
１
１
２
６
・
１
１
２
７
）

－４－

（単位：千円）

○財産管理費 ２１,１８０　

○非常備消防費 ２２,５９１　

○教育総務費事務局費 ３,８７２　

○小学校費学校管理費 ２,４２５　

○中学校費学校管理費 ２,４３１　

○社会教育総務費 ５５,６５５

危険箇所の状況を入念にチェックする防災関

大
雨
に
備
え
て

災
害
危
険
箇
所
防
災
点
検

土砂災害から土砂災害から
大切な命を守るために大切な命を守るために



全
国
ど
こ
の
市
区
町
村
で
も
、

自
分
の
住
民
票
の
写
し
（
戸
籍
の

表
示
を
省
略
し
た
も
の
）
が
取
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

現
在
、
住
民
票
の
写
し
の
交
付
は

住
ん
で
い
る
市
区
町
村
で
し
か
受
け

ら
れ
ま
せ
ん
。

住
基
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
て
全
国
の

市
区
町
村
間
で
住
民
票
の
情
報
の
や

り
取
り
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と

に
よ
り
、
全
国
ど
こ
の
市
区
町
村
で

も
、
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
、
運
転

免
許
証
な
ど
を
市
区
町
村
の
窓
口
で

提
示
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
本
人
や

世
帯
の
住
民
票
の
写
し
（
戸
籍
の
表

示
を
省
略
し
た
も
の
）
の
交
付
が
受

け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の
交
付

を
受
け
て
い
る
場
合
、
転
出
届
を

郵
送
で
行
う
こ
と
に
よ
り
、
引
越

の
手
続
き
で
窓
口
に
行
く
の
は
転

入
時
１
回
だ
け
で
済
み
ま
す
。

現
在
、
引
越
の
場
合
に
は
、
ま
ず

住
ん
で
い
る
市
区
町
村
に
転
出
届
を

行
い
、
転
出
証
明
書
の
交
付
を
受
け

た
上
で
、
引
越
先
の
市
区
町
村
に
転

入
届
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の
交
付
を

受
け
て
い
る
場
合
は
、
確
実
な
本
人

確
認
が
で
き
る
た
め
、
一
定
の
事
項

を
記
入
し
た
転
出
届
を
郵
送
で
行
い

（
こ
の
場
合
の
転
出
届
は
、
近
い
将

来
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
行
う
こ
と

も
可
能
と
な
る
予
定
で
す
）、
住
民

基
本
台
帳
カ
ー
ド
を
引
越
先
の
市
区

町
村
の
窓
口
で
提
示
し
て
転
入
届
を

行
う
こ
と
に
よ
り
、
引
越
の
場
合
に

窓
口
に
行
く
の
が
転
入
時
の
１
回
だ

け
で
済
む
よ
う
に
な
り
ま
す
。

●
カ
ー
ド
内
に
記
録
さ
れ
て
い
る
住

民
票
コ
ー
ド
に
よ
り
住
基
ネ
ッ
ト

で
の
本
人
確
認
に
利
用
で
き
ま
す
。

住
民
票
の
写
し
の
広
域
交
付
、
転

入
転
出
手
続
き
の
簡
素
化
、
法
令
で

住
基
ネ
ッ
ト
の
利
用
を
認
め
ら
れ
た

事
務
で
の
本
人
確
認
に
活
用
。

●
公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス
の
秘

密
鍵
、
電
子
証
明
書
の
保
存
用

カ
ー
ド
と
し
て
利
用
で
き
ま
す
。

●
写
真
付
を
希
望
し
た
場
合
は
公
的

な
証
明
書
と
し
て
利
用
で
き
ま
す
。

現
在
、
運
転
免
許
証
な
ど
を
お
持

ち
で
な
い
方
は
、
身
分
証
明
書
を
求

め
ら
れ
て
困
る
こ
と
が
あ
る
と
思
い

ま
す
。
写
真
付
の
住
民
基
本
台
帳
カ

ー
ド
は
、
市
町
村
長
が
交
付
す
る
公

的
な
身
分
証
明
書
と
し
て
、
パ
ス
ポ

ー
ト
の
交
付
申
請
の
際
の
本
人
確
認

な
ど
に
使
う
こ
と
が
で
き
る
と
考
え

て
い
ま
す
。

各
市
区
町
村
の
住
民
基
本
台
帳
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
を
図
り
、
都
道
府

県
や
指
定
情
報
処
理
機
関
に
お
い
て

住
民
票
の
情
報
の
う
ち
４
情
報
（
氏

名
・
生
年
月
日
・
性
別
・
住
所
）、

住
民
票
コ
ー
ド
と
こ
れ
ら
の
変
更
情

報
（「
本
人
確
認
情
報
」
と
い
い
ま

す
）
を
保
有
す
る
こ
と
に
よ
り
、
全

国
共
通
の
本
人
確
認
が
可
能
と
な
り

ま
し
た
。

昨
年
８
月
の
第
１
次
稼
働
に
よ
り

行
政
機
関
へ
の
本
人
確
認
情
報
の
提

供
が
開
始
さ
れ
、
パ
ス
ポ
ー
ト
の
交

付
申
請
に
際
す
る
住
民
票
の
写
し
の

添
付
省
略
や
共
済
年
金
受
給
者
の
現

況
届
の
原
則
廃
止
な
ど
が
実
現
し
て

い
ま
す
。

※
来
月
号
で
は
、
住
民
基
本
台
帳

カ
ー
ド
の
交
付
を
受
け
る
た
め

の
事
務
手
続
き
に
つ
い
て
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

－５－

さ
ら
に
便
利
に
な
り
ま
す
Y

住住
民民
基基
本本
台台
帳帳
ネネ
ッッ
トト
ワワ
ーー
クク
シシ
スス
テテ
ムム

※
本
市
で
は
、
カ
ー
ド
一
枚
に
つ

き
５
０
０
円
の
交
付
手
数
料
が

必
要
に
な
り
ま
す
。

住基ネットサービスの稼働によって

例えば）これまでは・・・

住基ネットによって・・・

これによって・・・

パスポートの交付を受けるためには
住民票の写しを提出しなければなりま
せんでした。
また、恩給を受給されている方は、

受給権調査申立書に市区町村長の証明
を受けなければなりませんでした。

行政機関への申請や届出の際に、住
民票の写しを添付したり証明を受ける
必要がなくなりました。

住民票の写しの交付手数料の負担や
交付を受けるために、市区町村の窓口
まで出かけていく必要がなくなりまし
た。



－６－

楽しい話題･催し物などお知らせください。

市役所　広報係1&3１２１１

━━ 阿久根農業高等学校　３世代交流会 ━━
高校生が学校近くにある保育園の園児や地域の高齢者ら

とうどん作りを通じて交流を深める催しが５月31日、みど
りが丘保育園でありました。
これは、阿久根農高家庭クラブが今回初めて企画したも

ので、同クラブの生徒、生徒が保育実習に訪れることもあ
るみどりが丘保育園の園児、地域の高齢者など約60人が参
加。園児たちも、高校生のお兄さんやお姉さんたちと一緒
に生地をこねたり、伸ばしたり、包丁で切ったりと、終始
楽しそうにうどん作りに挑戦。最後はゆで上がったうどん
を、全員で試食しました。核家族化が進む今日、生徒たち
も今回の異世代交流を通して、家庭や学校とはまた一味違
う貴重な体験をしているようでした。

━━ 文旦の香と螢と音楽の夕べ ━━
文旦の里、尾崎地区の十文字広場で６月１日、第４回文

旦の香と螢と音楽の夕べが開催されました。
文旦や螢など豊かな自然の中で文化活動を通じて地域の

活性化を図ろうと、地域の有志らで結成する尾崎エコボラ
ンティアクラブが主催するこの夕べも、今年で４回目を迎
え、内容も年々充実してきています。
この日も、屋外に設けられた特設ステージ上で７団体が

出演し、三味線や五つ太鼓などの演奏や踊り、民謡、カラ
オケなどを披露しました。夕暮れ時に始まった集いには大
勢の観客が訪れ、多彩な音楽の夕べをたっぷりと堪能。日
もすっかり落ち、あたりがすっかり夕闇に包まれた頃、最
後にオハラ節やハンヤ節の総踊りで締めくくりました。

━━ 優良運転者として日置幸徳氏が表彰 ━━
今年１月17日、東京都で開催された第43回交通安全国民

運動中央大会で上野区在住の日置幸徳氏¶6が優良運転者と
して交通栄誉章緑十字金賞を受賞。６月７日に北さつま漁
協ホールで開かれた阿久根地区交通安全協会総会において、
伝達式がありました。
これは、昭和38年から今日まで約40年間、無事故無違反

で安全運転の模範となり、さらに阿久根交通安全協会役員
として永年にわたり地域の交通安全運動に尽力してこられ
た功績が認められたものです。
今回の受賞にあたり同氏は、「健康に気をつけながら、こ

れからも安全運転を心がけ、地域の交通安全運動に携わっ
ていきたい」と話してくださいました。



－７－

━━ 文旦保育園 ━━
脇本地区の文旦保育園で６月11日、園児たちが田植えに

挑戦しました。
同園では、５年程前から園の近くにある田んぼで田植え

や稲刈りを体験しています。
この日は、４歳から５歳になる園児45人が、先生や地域

の方々に手伝ってもらいながら田植えを体験。最初はおそ
るおそる田んぼに入っていた園児たちも、後になると泥ま
みれになりながら楽しそうに苗を植えていました。

━━ 阿久根中学校　職場体験学習 ━━
実際に働くことで労働の尊さを学ぶと同時に職業観を広

げようと６月11日、阿久根中学校で職場体験学習がありま
した。
体験学習では、２年生全員が自分たちで職種を選び市内

の42事業所で実際の労働を体験。阿久根消防署でも10人の
生徒が、署員の指導を受けながら人工呼吸法などの救急応
急手当法や、消防車から水を出す放水訓練などを体験。参
加した生徒は「今日の体験を通して、消防士の方々が日頃
どのような仕事や訓練をしているのかがよくわかりました」
と話していました。

━━ 阿久根大島でバンビお目見え ━━
本格的な海水浴シーズンを迎えた阿久根大島で、今年生

まれたばかりのバンビたちが愛くるしい瞳で来島者を歓迎
しています。
大島を管理する美しい海のまちづくり公社によると、今

年は５月末に最初の１頭の姿を群の中で発見。これまでに
８頭を確認しています。
茶色の体に白色の斑点が見られるのが特徴で、普段は親

ジカにぴったりと寄り添って行動しています。そのかわい
らしいしぐさと愛くるしい瞳で、この夏も島の人気者にな
りそうです。

━━ 脇本の笠山観光農園 ━━
脇本地区の笠山観光農園でこの６月、アジサイが見頃を

迎え、訪れた人々の目を楽しませていました。
笠山山頂付近の標高約400ｍの高台にある同園では、1.6

㌶に50種類、約５千株のアジサイが植えられています。
今年は５月下旬と例年よりやや早めに咲き始めたそうで、

６月中旬頃までの約１か月、青や紫、ピンクなど彩り鮮や
かなアジサイの花々が市内外から訪れる多くの見物客らの
目を楽しませていました。



平
成
15
年
度
の
ウ
ミ
ガ
メ
保
護
監

視
員
委
嘱
状
交
付
式
が
６
月
２
日
、

市
役
所
で
あ
り
ま
し
た
。

今
年
、
監
視
員
と
し
て
委
嘱
さ
れ

た
の
は
、
中
島
嘉
幸
さ
ん
（
永
田
下

区
）
と
k
崎
貢
さ
ん
（
同
）
の
２
人

で
、
委
嘱
期
間
は
６
月
３
日
か
ら
８

月
31
日
ま
で
で
す
。

期
間
中
、
ウ
ミ
ガ
メ
が
上
陸
す
る

折
口
〜
脇
本
の
海
岸
線
を
毎
日
パ
ト

ロ
ー
ル
し
、
ウ
ミ
ガ
メ
の
保
護
、
上

陸
や
産
卵
の
確
認
、
産
卵
場
の
保
全

な
ど
の
業
務
に
あ
た
り
ま
す
。

夏
場
の
こ
の
時
期
、「
四
輪
駆
動

車
な
ど
で
砂
浜
を
荒
ら
さ
な
い
」

「
砂
浜
で
花
火
を
楽
し
む
際
は
指
示

さ
れ
た
場
所
で
」「
ゴ
ミ
は
き
ち
ん

と
持
ち
帰
る
」
な
ど
絶
滅
の
危
機
に

あ
る
と
い
わ
れ
る
ウ
ミ
ガ
メ
と
ふ
る

さ
と
の
豊
か
な
海
岸
を
守
る
た
め
に

皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ウ
ミ
ガ
メ
の
産
卵
期
を
迎
え
た
６

月
７
日
、
地
元
の
パ
ル
テ
ィ
ー
ダ
・

ト
レ
ス
・
サ
ッ
カ
ー
ス
ク
ー
ル
の
小

中
学
生
と
そ
の
保
護
者
ら
約
１
０
０

人
が
、
監
視
員
と
一
緒
に
折
口
海
岸

の
清
掃
作
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

同
海
岸
の
近
く
に
は
自
分
た
ち
が

日
頃
サ
ッ
カ
ー
の
練
習
を
し
て
い
る

岩
船
運
動
公
園
も
あ
る
こ
と
か
ら
、

ウ
ミ
ガ
メ
の
保
護
と
地
域
へ
の
感
謝

の
気
持
ち
を
込
め
て
行
っ
た
も
の
で

す
。
参
加
者
ら
は
、
ゴ
ミ
袋
片
手
に

砂
浜
に
散
乱
す
る
ゴ
ミ
や
漂
着
物
な

ど
を
拾
い
集
め
た
り
、
上
陸
の
妨
げ

に
な
る
よ
う
な
流
木
の
片
づ
け
作
業

な
ど
に
汗
を
流
し
て
い
ま
し
た
。

出
水
地
区
２
市
４
町
お
よ
び
観
光

関
連
団
体
で
組
織
す
る
北
薩
摩
観
光

連
絡
協
議
会
の
平
成
15
年
度
総
会
が

６
月
25
日
、
グ
ラ
ン
ビ
ュ
ー
あ
く
ね

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

同
協
議
会
で
は
、
２
市
４
町
が
連

携
し
て
大
都
市
で
の
観
光
宣
伝
や
体

験
型
観
光
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
を
実
施

す
る
な
ど
、
北
薩
摩
地
域
の
観
光
資

源
を
生
か
し
た
地
域
振
興
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
な
か
で
も
平
成
13
年

度
か
ら
実
施
し
て
い
る
体
験
型
観
光

モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
は
、
北
薩
摩
な
ら

で
は
の
魅
力
を
実
際
に
体
験
し
な
が

ら
味
わ
え
る
新
た
な
取
組
み
と
し
て

参
加
者
に
も
好
評
で
す
。

こ
の
日
の
総
会
で
は
、
平
成
14
年

度
の
事
業
経
過
や
収
支
決
算
、
平
成

15
年
度
の
事
業
計
画
、
収
支
予
算
な

ど
に
つ
い
て
協
議
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

事
業
計
画
で
は
、
観
光
宣
伝
隊
派

遣
事
業
の
ほ
か
、
国
土
交
通
省
九
州

運
輸
局
の
「
観
光
ま
ち
づ
く
り
プ
ロ

グ
ラ
ム
策
定
推
進
事
業
」
採
択
を
受

け
て
、
過
去
２
回
実
施
し
た
「
体
験

型
観
光
」
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
た
モ

ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
を
２
回
程
度
実
施
す

る
こ
と
や
、
体
験
ツ
ア
ー
の
ガ
イ
ド

農
業
経
営
改
善
計
画
を
策
定
し
、

こ
れ
か
ら
の
農
業
に
意
欲
的
に
取
り

込
む
農
家
に
対
す
る
認
定
書
の
交
付

式
が
６
月
20
日
、
市
役
所
で
あ
り
ま

し
た
。

交
付
式
で
は
、
斉
藤
市
長
か
ら
認

定
農
業
者
で
あ
る
1
薩
摩
Ａ
シ
ャ
ン

（
養
鶏
）
の
迫
田
ミ
エ
子
代
表
に
、

認
定
書
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
迫
田

代
表
は
「
こ
れ
を
機
に
阿
久
根
市
の

農
業
発
展
の
た
め
に
頑
張
っ
て
い
き

た
い
」
と
今
後
の
抱
負
を
語
っ
て
い

ま
し
た
。

認
定
農
業
者
制
度
は
、
効
率
的
で

安
定
し
た
魅
力
あ
る
農
業
経
営
を
目

指
す
農
業
者
が
自
ら
農
業
経
営
改
善

ブ
ッ
ク
を
作
成
す
る
こ
と
な
ど
が
確

認
さ
れ
ま
し
た
。

計
画
を
作
成
。
こ
れ
を
市
町
村
が
認

定
し
、
関
係
機
関
が
具
体
的
な
支
援

を
行
い
農
業
経
営
の
発
展
を
目
指
す

も
の
で
現
在
、
本
市
で
は
１
４
６
人

が
認
定
を
受
け
て
い
ま
す
。

－８－

斉藤市長から委嘱状の交付を受ける中島さ
ん（写真中央）とk崎さん（右）

ウウ
ミミ
ガガ
メメ
とと

ふふ
るる
ささ
とと
のの
豊豊
かか
なな
海海
岸岸
をを
守守
ろろ
うう
YY

北薩摩の魅力をＰＲ北薩摩の魅力をＰＲYY

２市４町で２市４町で
観光振興策協議観光振興策協議

－北薩摩観光連絡協議会総会－

北薩摩２市４町の観光振興について話し合
われた総会の様子

監
視
員
ら
と
砂
浜
の
清
掃
作
業
に
汗

を
流
す
子
ど
も
た
ち

意意
欲欲
ああ
るる
農農
家家
をを
支支
援援
しし
まま
すす
YY

認定書を交付された迫田代表



本
校
は
、
a
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神

を
育
み
奉
仕
活
動
の
大
切
さ
を
教
え

る
。
s
遠
泳
体
験
活
動
を
通
し
て
地

域
の
「
よ
さ
」
を
見
直
し
郷
土
愛
を

育
む
。
d
郷
土
の
歴
史
探
訪
を
通
し

て
郷
土
愛
を
育
む
。
f
職
場
体
験
を

通
し
て
就
職
に
対
す
る
意
識
付
け
を

図
り
将
来
の
進
路
を
考
え
さ
せ
る
。

こ
れ
ら
の
ね
ら
い
を
持
っ
て
、
q
阿

久
根
駅
の
構
内
と
周
辺
の
清
掃
作
業
、

駅
前
広
場
の
花
だ
ん
作
り
と
花
植
え
。

w
阿
久
根
大
島
か
ら
五
色
ケ
浜
海
岸

ま
で
の
遠
泳
体
験
活
動
、
そ
れ
に
伴

っ
て
中
津
浜
海
岸
、
五
色
ケ
浜
海
岸

の
清
掃
。
e
郷
土
の
歴
史
探
訪
。
r

地
域
の
職
場
体
験
学
習
な
ど
、
い
ろ

い
ろ
な
体
験
学
習
を
学
校
行
事
や
教

科
、
総
合
的
な
学
習
の
時
間
を
活
用

し
て
計
画
し
て
い
ま
す
。

中
で
も
「
遠
泳
」
は
、
昭
和
34
年

か
ら
続
く
本
校
の
伝
統
的
な
行
事
で

今
回
で
28
回
を
数
え
ま
す
。
実
施
は

そ
の
日
の
天
候
に
左
右
さ
れ
ま
す
が

地
域
の
関
係
機
関
や
小
型
船
舶
協
会

の
方
々
の
ご
協
力
や
本
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
の

協
力
を
お
願
い
し
て
実
施
し
て
い
ま

す
。今

年
は
、
６
月
か
ら
体
育
の
時
間

を
使
っ
て
プ
ー
ル
で
の
水
泳
訓
練
、

７
月
10
日
e
か
ら
14
日
b
の
間
の
２

日
間
、
中
津
浜
海
岸
で
の
海
岸
実
習

を
実
施
し
て
７
月
17
日
e
の
本
番
を

迎
え
ま
す
。

参
加
で
き
る
資
格
は
、
健
康
上
遠

泳
に
耐
え
ら
れ
る
者
で
、
４
０
０
ｍ

以
上
泳
げ
、
海
岸
実
習
に
参
加
し
た

者
と
な
っ
て
い
ま
す
。
残
念
な
が
ら

近
年
は
泳
げ
な
い
生
徒
も
多
く
な
っ

て
遠
泳
の
参
加
者
も
年
々
少
な
く
な

っ
て
き
て
い
ま
す
が
、
そ
の
生
徒
た

ち
も
、
同
時
に
海
岸
清
掃
や
遠
泳
の

係
と
し
て
参
加
し
ま
す
。
生
徒
た
ち

は
、
参
加
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ

の
中
で
精
神
的
な
粘
り
を
養
い
、
ま

た
郷
土
の
良
さ
を
見
直
し
、
高
校
時

代
の
よ
き
思
い
出
に
な
っ
て
い
ま
す
。

－９－

遠泳にチャレンジする生徒たち
（前回、阿久根大島にて）

わわ
がが
校校
のの
豊豊
かか
なな
体体
験験
活活
動動
YY

男女が、互いにその人権を尊重しつつ責任も分かち合い、性別にかかわりなく、その個性と能力を十分

に発揮することができる男女共同参画社会の実現に向けた取組として、男女共同参画週間（ハーモニーウ

ィーク）が実施されます。

「かごしま県民交流センター（県男女共同参画センター）」では、下記の公開講座も実施されますのでこ

れを機会にご家族皆さんで男女共同参画について考えてみませんか。

男女共同参画週間公開講座

と　き　　７月26日（土）午後１時30分～午後４時まで
ところ　　かごしま県民交流センター（旧県庁跡地）中ホール

テーマ　 「子ども達の育ちと男女平等教育」
～男女共同参画社会の実現に向けた研究・教育・実践活動の課題～

講　師　　大野　曜
てるこ
さん（国立女性教育会館理事長）

＊　入場は無料で、どなたでも参加できますので、当日会場へ直接お越しください。
（託児・手話通訳は事前予約必要）

＊　このページに関するお問い合わせは‥‥

市役所企画調整課企画係（173－1211内線1216）

または、鹿児島県男女共同参画センター（ハーモニー推進課）

1099－221－6603まで
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部
屋
の
な
か
何
処

い
づ
こ

に
ゐ
て
も
わ
れ
を
見
る

遺
影
の
夫
の
目
見

ま

み

あ
た
た
か
し

琴
　
平
　
川
畑
　
ス
ミ

不
知
火

し

ら

ぬ

ひ

の
海う

な

面も

を
走
る
風
の
群
う
た
せ
網

漁
の
白
帆
な
び
か
す折

　
口
　
別
府
　
義
明

わ
が
村
の
昔
の
賑
は
ひ
消
え
た
れ
ど
山さ

ん

河が

の
息い

吹ぶ
き

い
ま
も
変
ら
ず

牛
之
浜
　
若
松
　
薩
男

吹
く
風
の
音
さ
や
か
な
る
中
空

な
か
ぞ
ら

を
雲
雀

ひ
ば
り

鳴

き
つ
つ
谷
を
越
え
ゆ
く

折
　
口
　
白
浜
　
ノ
ブ

暮
れ
な
づ
む
庭
に
香
の
た
つ
梔
子

く
ち
な
し

の
花
の

め
ぐ
り
の
仄ほ

の

か
に
明
か
し

上
　
野
　
亀
沢
　
笑
子

い
ち
早
く
情
報
め
ぐ
れ
る
世
に
老
い
て
後

れ
て
も
よ
し
わ
が
歌
詠よ

ま
ん

脇
　
本
　
宮
原
　
範
子

寝い

ね
ぎ
は
に
背せ

な

一
杯
に
按
摩
膏
は
り
し
亡

き
母
今
は
わ
が
貼
る脇

　
本
　
赤
崎
　
タ
エ

友
と
わ
れ
共
に
腰
痛
持
つ
身
に
て
逢
ふ
こ

と
難か

た

く
電
話
に
睦
ぶ新

　
町
　
遠
矢
　
律
　

遠
き
日
の
海
軍
記
念
日
に
生あ

れ
し
孫
宝
の

ご
と
く
夫
は
抱い

だ

き
き新

　
町
　
玉
川
　
慶
子

会
ふ
た
び
に
長
生
き
せ
ん
と
語
り
ゐ
し
友

の
訃
報
に
言
葉
も
あ
ら
ず

上
　
野
　
河
南
誠
一
郎

※
送
り
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市立図書館では、「宮本武蔵」に関するコーナーを
設置しました。ＮＨＫ大河ドラマ「武蔵」の原作本
をはじめ、笹沢佐保、童門冬二、火坂雅志の作品を
紹介しています。特に原作：吉川英二、画：井上雄
彦の「バガボンド」は、現代の若者の等身大のキャ
ラクターが、悩み、傷つき、夢を追う青春像が描か
れており、幅広い年齢層に好評です。また、小説
「宮本武蔵」の誕生秘話が収録されている「われ以外
みなわが師」は、作品の裏側がのぞける興味深い本
です。
ぜひ図書館にきて、自分だけの“武蔵”を再発見

してください。

《新 着 図 書》
u宮本輝「約束の冬（上・下）」u五木寛之「不安の
力」u北原亜以子「脇役」u山本甲士「かび」u大
道珠貴「銀の皿に金の林檎を」u横山秀夫「真相」
u平谷美樹「約束の地」‥‥‥他多数

消 費 生 活 講 座（<116）
最近、健康食品に関する相談が増えています。健康に不安を

持っている高齢者をターゲットに「腰痛が治る」「血液がサラサ
ラになる」などと説明し、高額な商品を大量に契約させる訪問
販売業者が後を絶ちません。健康食品は薬ではありません。安
易に契約しないようにしましょう。
健康食品の場合、短期間では効果が分からず商品がなくなっ

た頃に業者からまた新たな商品を勧められます。次々に契約さ
せられ、気がつけば金額にして100万円を超えたという事例もあ
ります。長期間飲み続けられるか、支払いは大丈夫か、途中で
解約できるか等よく検
討してください。
訪問販売で契約した

場合は、契約書を受け
取った日から８日間以
内であればクーリング
オフ制度を利用し無条
件解約できる場合もあ
りますので、一人で悩
まずに早めに相談して
ください。

困ったな、おかしいなと思ったら市役所水産商工観光課
消費生活相談窓口へお問い合わせください。

1７３－１２１１（内線1112）

子育てサークル（だれでも親子で参加できます）
「遊びたい人この指と～まれY」子育て中のお母さん、
親と子が安心して遊び、話せる場を提供しています。
お気軽にご利用ください。

☆親子教室（１０：００～１２：００）
５日c 大川児童館　　　　 19日c 瀬之浦児童館
〃　 瀬之浦児童館　　　 20日d 諏訪団地

６日d 保健センター　　　 〃　 農村環境改善センター（牧内）
７日e みなみ保育園　　　 21日e みなみ保育園
12日c 鶴川内児童館　　　 26日c 鶴川内児童館
〃　 農村環境改善センター（牧内） 27日d 農村環境改善センター（牧内）

13日d 農村環境改善センター（牧内） 28日e みなみ保育園
☆ユーユータイム・・・西目地区集会施設
第３月曜日（８/18）お問い合わせはみなみ保育園まで

☆年齢別教室・・・農村環境改善センター
第１金曜日（８/１） ０～１歳児教室（たまごクラブ）
第４金曜日（８/22） ２歳児以上教室（こっこクラブ）
※お問い合わせはみどりが丘保育園まで

☆園開放（お気軽に園に遊びに来てください）
毎週（金） みなみ保育園
毎週（土） みどりが丘保育園

〔第３土曜日はお父さんもご一緒にどうぞ〕
☆参加は申込制になっていますので、下記の支援センター
に前日までにお申込みください。

1７３－３４５７　　みどりが丘保育園
1７２－３９３９　　みなみ保育園
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食中毒注意報発令！食中毒注意報発令！
●夏場は家庭での食中毒が危ない！

食中毒を防ぐ３つの原則
蒸し暑い夏は、食中毒菌が増殖するのに最も適した季節。そ

のため、毎年この時期は家庭での食中毒が最も発生しやすくな
っています。
食中毒は、食物に食中毒菌が付着し、これが食物中で大量に

増殖することによって引き起こされます。食中毒菌は、いたる
場所に存在しますが、その菌を『付けない』『増やさない』『殺
菌する』ことが、食中毒を予防するための三大原則です。

食中毒菌を付けないために
十分な手洗い
食材の洗浄
調理器具の洗浄、消毒

食中毒菌を増やさないために
冷蔵・冷凍保存
調理は迅速に
早く食べる

食中毒菌を殺菌するために
十分な加熱
（中心温度が７５℃で１分以上）

●健康相談

〔時　間　　午前９：００～９：３０〕

※健診結果や健康に関する相談を開催します。

※健康手帳をお持ちの方は持参してください。

脇本地区公民館

大川地区公民館

保健センター

　７月３０日（水）

　７月２９日（火）

　７月３１日（木）

「障害者福祉制度について」

◇日　時 ７月２３日（水）
午後２時～午後３時

◇場　所 阿久根市民病院４階大ホール
★★どなたでも参加できます（無料）★★

◇お申し込み及びお問い合わせ先
阿久根市民病院地域医療連携室

（1７３－１３６８）

保
健
セ
ン
タ
ー
・
８
月
の
行
事
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国民年金保険料についてのお知らせ

電話による保険料納付のご案内をさせていただいております。
国民年金保険料について、納め忘れの期間がある場合、お電話にて

納付のご案内をさせていただいております。

あなたの街に国民年金推進員がお伺いしております。
社会保険事務所の「国民年金推進員」が身分証明書を携帯して、納

付のご案内･保険料の収納･制度の周知の目的で戸別訪問しております。

保険料の納付は、口座振替が便利です。
口座振替は、毎月、金融機関などの窓口に行く手間と時間が省け、

口座から自動的に引き落とされるので納め忘れがなく便利です。

◇国民年金に関するご相談やお問い合わせ先
市役所市民環境課国民年金係　1７３-１２１１（内線１４２３）

いずれも国民年金の保険料の未納が続いて納めにくくなったり年

金受給権が不足したりすることがないように実施しているものです。

ご理解とご協力をお願いいたします。

平成平成1515年度　少年少女弁論大会年度　少年少女弁論大会

◇日　時 ８月１日（金）
午後１時３０分～午後４時

◇会　場 大川中学校　体育館

21世紀の阿久根市を担う市内各小・中学校の児童・生徒
代表者が、身近な問題や郷土阿久根の未来について熱弁を
ふるいます。お気軽にご来場いただき、ご声援ください。

まちづくりに役立っています

サマージャンボ宝くじ
～１等前後賞あわせて３億円Y～

今年も「サマージャンボ宝くじ（市町村振興宝くじ）が、
全国の宝くじ売り場で発売されます。
この宝くじの収益金は、市町村が行う公共事業の地方債

資金として、明るく住みよいまちづくりに使われます。

◆発売期間 ７月１４日（月）～８月１日（金）
◆抽せん日 ８月１２日（火）

自宅がキャンパス自宅がキャンパス「「放送大学放送大学」」《放送大学はテレビ・ラジオを利用して授業を行う正規の大学です》

～平成１５年度第２期学部生・大学院修士科目生及び平成１６年度大学院修士全科生学生募集～
◆募集期間 教養学部・大学院修士科目生　　　　６月１５日（日）～８月３１日（日）

大学院修士全科生（平成１６年度） ９月　１日（月）～９月１６日（火）
◆学生の種類 【教養学部】 全科履修生（４年以上在学し、「学士（教養）」の学位の取得を目指す学生）

選科履修生（１年間在学し、希望する科目を履修する学生）
科目履修生（１学期間「６か月」在学し、希望する科目を履修する学生）

【大 学 院】 修士全科生（２年以上在学し、「修士（学術）」の学位の取得を目指す学生）
修士科目生（１学期間「６か月」在学し、自分の学習・研究したい科目を選択して、１科目から履修

する学生）
◆詳しいお問い合わせ先　　　放送大学鹿児島学習センター　1０９９（２３９）３８１１

放送大学ホームページ　　　　http://www.u-air.ac.jp/hp

平成15年６月１日から
小型船舶免許制度が大きく変わりました
－資格区分の簡素化と

酒酔い操縦の禁止などの遵守事項を創設－

船舶職員法が改正され、

小型船舶の免許の区分が現在の１級小型～５級小型

（５区分）から１級小型、２級小型、特殊小型（３区分）

に簡素化されました。

また、モラルやマナーに委ねられていた酒酔い操縦

の禁止、遊泳者などに対する危険操縦の禁止、子ども・

水上オートバイ等について救命胴衣の着用義務などを

新たに「遵守事項」として法律で定め、これに違反す

ると行政処分の対象になるなどの制度改正が行われ、今

年６月１日から実施されています。

詳しいお問い合わせ先
九州運輸局鹿児島運輸支局　船員課　Tel 099-222-5660 Fax 099-224-9805

船長の遵守事項が定められました。
～より安全な利用のために～

◇主な事項として
・酒酔い操縦の禁止‥‥飲酒等により、正
常な判断ができない状態での操縦は禁止

です。

・免許者の自己操縦‥‥水上オートバイは
全ての水域で、ボート等は港内･航路内で、

免許所有者以外の操縦が原則禁止です。

・危険操縦の禁止‥‥遊泳者等の付近で航
走する等の危険な操縦は禁止です。

・ライフジャケット等の着用‥‥子ども、
水上オートバイの乗船者や小型漁船で一

人で操業する方はライフジャケット等の

着用が必要です。
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阿久根市職員採用試験のお知らせ
１．試験を行う職種及び受験資格

２．試験の方法及び内容
a一般事務職　　　　　　第１次試験……教養試験、適性検査、作文試験

第２次試験……面接試験、健康診断
s消防職　　　　　　　　第１次試験……教養試験、適性検査、体力試験

第２次試験……面接試験、健康診断

３．試験の期日、場所　　　第１次試験…平成15年９月２１日（日）
阿久根市役所大会議室（２階）
第２次試験……平成15年10月中旬（日時、場所は第１次試験合格者発表時に通知）

４．受験手続
a提出書類　　　　　　　q受験申込書　１通（市所定のものに自書すること。）

w最終学歴の卒業証明書又は卒業見込証明書及び成績証明書　各１通（開封無効）
e写真２枚（最近３か月以内に撮影した上半身脱帽正面向、縦５b×横3.5b）

s受付期間　　　　　　　７月３日（木）～８月２０日（水） 午前８時３０分～午後５時
※ただし、土曜日、日曜日及び休日は除く。
※郵送の場合、８月20日の消印まで有効。

５．採用試験に関する詳しいお問い合わせ・受験申込書の請求及び提出先
〒８９９－１６９６　　阿久根市鶴見町２００番地

阿久根市役所　総務課　職員係　1７３－１２１１（内線１２１５）

職　　　種 採用予定人員

一般事務職 若 干 名

消　防　職

１　　　　名

若 干 名

受　　　　　　　験　　　　　　　資　　　　　　　格

昭和53年４月２日から昭和61年４月１日までに生まれた者で、高等学校卒業

（平成16年３月卒業見込みの者を含む。）程度の学力を有する者

昭和53年４月２日から昭和59年４月１日までに生まれた者で、救急救命士の

資格を有する者

昭和53年４月２日から昭和61年４月１日までに生まれた者で、高等学校卒業

（平成16年３月卒業見込みの者を含む。）程度の学力を有する者

海岸保全基本計画（薩摩海・八代海沿岸）策定
に伴う住民説明会の開催について

県では、平成12年４月１日の改正海岸法施行に伴い、沿岸ごとに海岸保全基本計画を定めることになり、現在、
薩摩海、八代海沿岸についても海岸保全基本計画の策定作業を進めています。
これまでは、台風等による高潮・波浪及び海岸浸食等の被害から背後地の人命・財産を守るために必要な施設

を整備してきました。
今回の改正海岸法では、『美しく、安全で、いきいきした海岸』を次

世代へ継承するために、海岸の防護に加えて、より良い海岸環境の保
全や海岸利用にも配慮するとともに、海岸保全基本計画を策定するに
あたり、地域の住民の方々の意見をお聴きすることになりました。
このため、日頃から海岸とつながりの深い生活を日々送られている

皆さまのご意見をお聴きし、本計画に反映したいと考えています。
つきましては、次のとおり住民説明会を開催いたしますので、ご多

忙とは存じますが、多数の参加をお願いします。

◇日　　時 ８月６日（水）午後７時～午後９時
◇場　　所 市民会館
◇お問い合わせ先 県出水土木事務所河川港湾課　1６３－３１１１
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土
曜
・
祝
日
　
９
時
〜
17
時

検
察
審
査
会
制
度
は
、
検
察
官
が

被
疑
者
（
犯
人
と
思
わ
れ
る
人
）
を

裁
判
に
か
け
な
か
っ
た
こ
と
（
不
起

訴
処
分
）
の
善
し
悪
し
を
、
国
民
の

中
か
ら
く
じ
で
選
ば
れ
た
11
人
の
検

察
審
査
員
が
審
査
す
る
と
い
う
制
度

で
す
。

国
民
の
一
般
的
な
良
識
を
検
察
官

の
仕
事
に
反
映
さ
せ
、
よ
り
よ
い
刑

事
司
法
を
実
現
す
る
た
め
、
検
察
審

査
会
法
に
よ
り
設
け
ら
れ
た
こ
の
制

度
は
、
本
年
７
月
12
日
に
55
周
年
を

迎
え
ま
す
。
こ
の
間
、
検
察
審
査
員

と
し
て
活
躍
さ
れ
た
方
は
49
万
人
を

数
え
、
取
り
扱
っ
た
事
件
は
約
14
万

件
に
も
上
り
、
そ
の
議
決
に
基
づ
い

て
検
察
官
が
起
訴
し
た
事
件
も
約
１

２
０
０
件
に
及
ぶ
な
ど
、
大
き
な
実

績
を
残
し
て
い
ま
す
。

※
検
察
審
査
会
制
度
に
関
す
る
詳
し

い
お
問
い
合
わ
せ
先

川
内
検
察
審
査
会
事
務
局

1
０
９
９
６
（
２
２
）
２
１
５
４

税
関
で
は
、
戦
後
、
海
外
か
ら
引

き
揚
げ
ら
れ
た
方
々
か
ら
お
預
か
り

し
た
通
貨
や
証
券
類
の
返
還
を
行
っ

て
お
り
ま
す
が
、
半
数
以
上
は
ま
だ

返
還
の
申
し
出
が
な
く
、
税
関
に
保

管
さ
れ
た
ま
ま
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
だ
、
返
還
請
求
が
お
済
み
で
な

い
方
や
ご
両
親
等
か
ら
預
け
た
話
を

聞
い
た
こ
と
の
あ
る
ご
家
族
の
方

は
、
ご
遠
慮
な
く
税
関
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
お
問
い
合
わ
せ
先

長
崎
税
関
監
視
部

1
０
９
５
（
８
２
８
）
８
６
４
４

特
別
給
付
金
の
最
終
償
還
を
終
え

た
戦
没
者
等
の
妻
及
び
父
母
等
で
、

次
の
要
件
を
満
た
す
方
に
改
め
て
特

別
給
付
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

○
第
17
回
特
別
給
付
金
「
い
号
」
国

債
を
受
け
ら
れ
た
戦
没
者
等
の
妻
で

平
成
15
年
４
月
１
日
に
お
い
て
公
務

扶
助
料
、
遺
族
年
金
等
を
受
け
る
権

利
を
有
し
て
い
る
方
に
額
面
２
百
万

円
の
特
別
給
付
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

○
第
19
回
特
別
給
付
金
「
い
号
」
国

債
を
受
け
ら
れ
た
戦
没
者
の
父
母
等

で
、
平
成
15
年
４
月
１
日
に
お
い
て

公
務
扶
助
料
、
遺
族
年
金
等
を
受
け

る
権
利
又
は
資
格
を
有
し
、
か
つ
平

成
15
年
３
月
31
日
ま
で
の
間
に
氏
を

同
じ
く
す
る
子
も
孫
も
有
す
る
に
至

ら
な
か
っ
た
方
に
、
額
面
百
万
円
の

特
別
給
付
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

○
請
求
期
限
は
、
平
成
18
年
３
月
31

日
ま
で
で
す
。

○
請
求
窓
口

市
役
所
生
き
が
い
対
策
課
福
祉
係

1
&3
１
２
１
１

（
内
線
１
４
３
５
・
１
４
３
６
）

○
詳
し
い
お
問
い
合
わ
せ
先

鹿
児
島
県
社
会
福
祉
課
調
査
援
護
係

1
０
９
９
（
２
８
６
）
２
１
１
１

（
内
線
２
８
３
２
）

選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
若
者
の

視
点
か
ら
政
治
や
選
挙
に
つ
い
て
考

え
る
機
会
と
し
て
、
県
が
主
催
す
る

研
修
会
の
受
講
者
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
県
内
各
地
の
若
者
た
ち
と
楽
し

く
交
流
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

◇
受
講
対
象
者

30
歳
未
満
の
者（
定
員
45
人
程
度
）

※
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
に
よ
り

決
定
し
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

◇
開
催
期
日

９
月
20
日
g
〜
21
日
a
午
前
中
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◇
開
催
場
所

ウ
ェ
ル
サ
ン
ピ
ア
鹿

児
島
あ
い
ら
（
姶
良
郡
姶
良
町
）

◇
経
費
の
負
担

必
要
経
費（
旅
費
・

宿
泊
費
等
）は
県
が
負
担
し
ま
す
。

◇
募
集
締
切

８
月
29
日
f

◇
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

阿
久
根
市
選
挙
管
理
委
員
会

1
&3
１
２
１
１（
内
線
１
３
４
１
）

市
弓
道
協
会
で
は
夏
期
教
室
の
生

徒
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
初
心
者
で

も
お
気
軽
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◇
期
間

８
月
〜
10
月

毎
週
２
回
　
水
・
金
曜
日

◇
時
間

午
後
７
時
30
分

〜
午
後
９
時
30
分

（
昼
間
の
練
習
も
で
き
ま
す
）

◇
場
所

市
総
合
運
動
公
園
弓
道
場

◇
募
集
人
員

学
生
除
く
一
般
20
人

（
道
具
は
協
会
で
準
備
し
ま
す
）

◇
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

事
務
局
（
石
澤
）
1
&2
１
８
０
８

市
民
ス
ポ
ー
ツ
課
1
&3
４
６
４
９

鹿
児
島
県
内
に
は
、
２
か
所
の
ハ

ン
セ
ン
病
療
養
所
が
あ
り
ま
す
。
現

在
、
４
３
７
人
の
方
が
療
養
生
活
を

送
ら
れ
、
み
な
さ
ん
と
の
交
流
を
楽

し
み
に
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

県
で
は
親
子
で
各
療
養
所
の
訪
問

を
希
望
さ
れ
る
方
々
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
参
加
は
無
料
で
す
。
皆
さ
ん

の
ご
応
募
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

◇
施
設
名

奄
美
和
光
園（
名
瀬
市
）

◇
実
施
日

８
月
11
日
b

◇
申
込
締
切

７
月
25
日
f

◇
対
象
者

小
中
学
生
と
そ
の
保

護
者
、
高
校
生
等
（
20
組
程
度
）

◇
申
込
み
及
び
お
問
い
合
わ
せ
先

県
庁
保
健
福
祉
部
健
康
増
進
課

ハ
ン
セ
ン
病
相
談
窓
口

1
０
９
９
（
２
８
６
）
２
７
２
０

次
の
方
々
か
ら
市
社
会
福
祉
協
議

会
へ
寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

※
敬
称
略

○
香
典
返
し

花
木
キ
ミ
（
的
場
）
倉
津
正
道

（
倉
津
）
近
藤
繁
子
（
槝
之
浦
東
）

徳
角
篤
義
（
田
代
下
）
奥
平
ナ
ミ

（
出
水
市
）
中
村
正
幸
（
東
牧
内
）

牛
之
k
キ
ヨ
子
（
波
留
）
東
友
久

（
田
代
下
）
平
野
留
美
子
（
鹿
児
島

市
）
筒
ト
シ
子
（
筒
田
）
大
曲
艶
子

（
高
松
）

※
敬
称
略

出
　
生
　
児
　
保
護
者
（
区
　
名
）

神
之
田
大
翼

つ
ば
さ

智
　
昭
（

潟
　
）

君
島
　
里
歩

り

ほ

惣
一
郎
（

町
　
）

小
牧
　
茉ま

央ひ
ろ

新
一
郎
（
中
　
村
）

徐
　
　
禎
彦

さ
だ
ひ
こ

文
　
　
（
波
　
留
）

馬
見
塚
夢
功

ゆ

あ

理
　
（
牧
　
内
）

西
田
　
海か

い

音と

武
　
道
（
上
　
野
）

太
田
奎け

い

士し

朗ろ
う

裕
　
士
（

潟
　
）

坂
元
あ
や
の
　
銀
　
一
（

段
　
）

黒
木
　
誠

ま
こ
と

等
　
（
大
　
丸
）

川
崎
　
心し

ん

洋
　
一
（
折
口
東
）

武
内
　
遥は

る

香か

勝
　
（
山
下
馬
場
）

松
田
　
初は

つ

季き

宗
　
俊
（
新
　
町
）

米
丸
　
幹か

ん

汰た

俊
一
郎
（

潟
　
）

池
松
　
琉
稀

り
ゅ
う
き

導
　
人
（
古
　
里
）

中
西
亜
沙
希
　
美
　
明
（
新
　
町
）

桐
原
　
結ゆ

い

菜な

健
　
悟
（
牧
　
内
）

※
敬
称
略

死
　
亡
　
者
年齢
（
区
　
名
）

田
上
ス
エ
子
59
（
横
　
手
）
高
原
マ
ス
エ

椛
山
　
忠
義
77
（
黒
之
上
）
幸
　
子

花
木
　
ノ
エ
88
（
中
屋
敷
）
ミ
　
リ

新
町
　
一
男
84
（
新
　
町
）
成
　
昭

牛
之
k
廣
明
62
（
波
　
留
）
キ
ヨ
子

新
町
　
榮
　
80
（
新
　
町
）
敬
　
子

栗
林
　
源
吉
76
（
羽
　
田
）
ク
ニ
エ

筒
　
　
壽
見
68
（
筒
　
田
）
ト
シ
子

軣
　
　
安
治
67
（
大
　
尾
）
文
　
子

大
曲
　
忠
吉
76
（
高
　
松
）
艶
　
子

堀
切
マ
ル
子
77
（

浦
　
）
文
　
夫

田
中
　
次
夫
74
（
的
　
場
）
嘉
　
子

新
町
　
ス
ガ
78
（
新
　
町
）
春
　
利

鳴
海
　
榮
一
70
（
深
　
田
）
キ
ヌ
エ

堂
脇
　
明
　
80
（
筒
　
田
）
西
　
正
志
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あ

さ

き

◇日時　８月５日・１９日
10時～10時30分

◇場所 保健センター

休日の在宅医さん
○７月20日
林胃腸科外科　　1&3３６３９

（大　丸）
福原歯科医院　　1^3２５０１

（出水市緑町）
○７月21日
植村整形外科　　1&2１０４１

（ 段　）
脇本病院　　　　1&5２１２１

（槝之浦西）
田代歯科医院　　1^7１２０６

（出水市明神町）
○７月27日
有村産婦人科内科1&3４１８０

（上　野）
橋口歯科医院　　1&3０５０８

（大　丸）
○８月３日
上園医院　　　　1&3１０５５

（ 町　）
しお歯科医院　　1^7５８４４

（出水市下鯖町）
○８月10日
内山病院　　　　1&3１５５１

（高　松）
スマイル歯科医院1&5３３００

（上　原）
○８月14日・15日
児島歯科医院　　1*6１２６６

（東町鷹巣）
○８月17日
鶴見医院　　　　1&3０５５３

（大　丸）
村岡歯科医院　　1^2０６０１

（出水市昭和町）
○８月24日
喜多医院　　　　1&2００３８

（大　丸）
黒木胃腸科外科　1&5０２００

（下　村）
あくね歯科医院　1&2０５５６

（大　丸）
○８月31日
門松医院　　　　1^4６１００

（大　丸）
福留歯科医院　　1^2０９７８

（出水市昭和町）
※休日の診療時間
在宅医　各医療機関の平日の

診療時間と同じです。
歯科在宅医　午前８時～正午

◇日時 ８月６日（水）
９時30分～15時30分

◇場所 市役所市民相談室

◇日時 ８月１日（金）
１０時～１２時
１３時～１５時

◇場所 市役所１階税務相談

３
万
人
ク
リ
ー
ン
作
戦

市
民
参
加
で

ク
リ
ー
ン
な
阿
久
根
を

統
一
実
施
日
は

７
月
20
日
（
日
）
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◆趣味は何ですか・・・・・・・・・・・サーフィン
◆性格を自己分析してください・・・

おっとり型でマイペース
◆理想の異性像は・・・・・・・健康的でやさしい人
◆最近夢中になっていることは何ですか・・・

やはりサーフィンです。年間を通じて近くの海岸
で楽しんでいます。年に数回は、宮崎にも出かけた
りしています。キャッチした波に乗る時の爽快感が
なんといっても最高です。

◆将来の夢は何ですか・・・
家業の牛乳販売店を継いで、早く一人前になり、事

業を拡大していきたいです。
◆阿久根について一言・・・

海や川、山など自然に囲まれたところが好きです。
地元の海岸でサーフィンも楽しめます。ただ、海に
出かけると、よくゴミが散乱しているのを見かけま
す。みんなで、もっときれいにしていけたらいいな
と思います。

次は　小園　英樹さん（山下馬場区）あなたの番です。

神
之
田
宗
幸
さ
ん
™2

（
し
し
座
・
Ａ
型
　
仲
仁
田
区
）

■編集／発行　阿久根市役所総務課
〒899-1696 鹿児島県阿久根市鶴見町200番地

■阿久根市ホームページ　URL＝http://www.city.akune.kagoshima.jp/

広報あくね
2003年７月号<678

こ
の
６
月
、
市
内
の
幼
稚
園
で
あ

っ
た
田
植
え
の
様
子
を
取
材
に
伺
い

ま
し
た
。
現
場
で
は
す
で
に
子
ど
も

た
ち
が
田
植
え
の
真
っ
最
中
。
私
も

子
ど
も
た
ち
に
負
け
じ
と
気
合
い
を

入
れ
て
、
カ
メ
ラ
片
手
に
久
し
ぶ
り

に
裸
足
に
な
っ
て
田
ん
ぼ
に
足
を
踏

み
入
れ
て
み
ま
し
た
。
足
元
か
ら
伝

わ
っ
て
く
る
冷
た
く
て
ヌ
ル
ヌ
ル
し

た
感
触
に
は
、
ど
こ
か
泥
ん
こ
遊
び

の
楽
し
さ
に
似
た
心
地
よ
さ
が
あ
り

ま
す
。
体
じ
ゅ
う
泥
だ
ら
け
に
な
り

田
植
え
に
夢
中
に
な
っ
て
い
る
子
ど

も
た
ち
を
見
て
い
て
、
そ
う
い
え
ば

自
分
た
ち
も
、
か
つ
て
田
ん
ぼ
は
格

好
の
遊
び
場
だ
っ
た
こ
と
を
思
い
出

し
懐
か
し
く
な
り
ま
し
た
。
▽
７
月

に
入
り
市
内
の
海
水
浴
場
で
海
開
き

が
あ
り
ま
し
た
。
い
よ
い
よ
本
格
的

な
夏
到
来
で
す
。
夏
休
み
、
海
水
浴
、

キ
ャ
ン
プ
・
・
・
。
特
に
子
ど
も
た

ち
に
と
っ
て
は
楽
し
み
な
季
節
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
私
に
と
っ
て
は

例
の
泡
の
た
つ
冷
た
い
飲
み
物
が
恋

し
い
待
望
の
季
節
到
来
で
す
。

阿久根小ソフトボール少年団（男
子８人）とティーボールクラブ（女
子９人）は、毎週水・木曜日の放課
後と、土曜日の午後２時から阿久根
小学校のグランドで一緒に練習して
います。
このうち、ソフトボールに似たニ

ュースポーツ「ティーボール」クラ
ブは、女子だけのチームとして平成
13年に創立した、まだ新しいクラブです。
ソフトボールは、県内から200チーム以上が出場する

３月の県チビッコ大会、ティーボールは母親たちとの混
成で出場する８月の交歓大会を目標に、「小学生らしく明
るく、楽しく、元気よく」をモットーに頑張って練習し
ています。興味のある方は、ぜひ一度、グランドでの練
習の様子を見にきてください。

指導者代表　　岩森　宏

─ 阿久根小ソフトボール少年団･ティーボールクラブ ─

人　　口
７月１日現在（ ）は前月比
人　口　26,140人（－17）
男　　12,190人（－09）
女　　13,950人（－08）

世帯数　10,781戸（－01）
出 生017人　死 亡015人
転 入038人　転 出057人

阿久根発　新鮮おさかな満載！

阿久根新鮮おさかな祭り阿久根新鮮おさかな祭り
◇と　き ８月10日（日）

午前９時～
◇ところ 阿久根市漁港新港水揚場


